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   A 73-year-old man was admitted to our hospital with chief complaint of macrohematuria. Com-
puterized tomography revealed enlargement of right kidney, tumor thrombi and lymph nodal 
involvement. Distant metastases were found in liver, lung and pelvis. We performed  conservative 
therapy including right renal embolization. However, serum calcium levels continued to increase. 
Patient died from renal failure and pneumonia after 2 months, and autopsy was performed. His-
tological examination revealed infiltrative transitional cell carcinoma of the right kidney. PTH like 
peptide was measured 1 ng/gram wet tissue from the primary tumor and 16.6 ng/gram wet 
tissue from the metastatic liver tumor. 
                                                  (Acta Tirol. Jpn. 37: 743-746, 1991)
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入 院 時 検 査 所 見:白 血 球 増 多(10,500/mm3),CRP
上 昇(15.5mg/dl),血沈ILA(76mm/時),を 認 め
た.まt"LDHの 上 昇(7751U/L),K値 の 低 下
(2.5mEq/L)を認 めた.検 尿 では,蛋 白(+),沈 渣




















































細 胞診 はclassIIIbであ った.腫 瘍 マ ー カー はIAP
l,498μ9/ml,TPA1,500U/L以上 と高 値 を 示 した.
X線 所 見3胸 部単 純 では,左 肺野 に コイ ソ状 陰影 を
認 め た,DIPで は,右 腎 の腫 大 お よび 上 腎杯 の変 形,






























病 理 組 織 学 的所 見1右 腎 で は腫 瘍 は壊 死 傾 向が 強 い
が,腎 実 質 内 よ り腎孟 に か け て移 行 上 癌 の 浸潤 が 認 め
られ,乳 頭 部 で は 尿細 管 を 伝 わ っ て腫 瘍 伸 展が 著 明で
あ り,浸 潤 型移 行 上皮 癌 の所 見 であ った(Fig.5)・
右 腎 原 発 巣 の壊 死 部,肺 胞,腎 尿 細 管 に石 灰沈 着 を 認
め,ま た,転 移 部 以外 の 骨 に は骨 り ょ うの狭 小 化 な ど,
ostcolyt三cな変 化 を 認 め た,副 甲状 腺 に は,病 理 学 的
に 腺 腫 な どの病 変 は 認 め られ なか った.な お,残 存
した 腎 原 発 巣 か ら,PTHlikepeptide(以下PLP)
が,Ing/gramwettissue検出 され,さ らに 肝 転 移
巣 か らPLPが,16.6ng/gramwettissue検出 され










後より正常に回 復した.し か し,1ヵ月後よりCa











悪性腫瘍に伴 う高Ga血 症は,そ の発症機序より
骨溶解のn進 によるlocalosteolytichypercalcemia


























病態は,腫瘍由来のPLPに よ り引き起 こされた高
Ca血症による腎不全が直接死因と考えられた.以 上







1)真 田 壽 彦,伊 藤 晴 夫,村 上 光 右,ほ か=腎 腫 瘍 と























































14)本 田 聡,山 口 健,三 宅 嘉 雄 ,ほ か=悪 性 腫 瘍
に 伴 う高Ca血 症.病 理 と 臨 床7・125-129,
1989
15)溝 口雅 康,小 出 輝=高Ca血 症 性 腎 症.腎 と透
析27=135-138,1989
/ReceivedonAugust8,1990``
AcceptedonNovember29,19901
